
 

京都市域の犯罪情勢について 

 

１ 概要 

刑法犯認知件数は、令和３年が６,９６９件、令和４年が７,０３２件と６３件（＋0.9%）

増加している。刑法犯認知件数は、平成１６年以降減少し続けていたが、１８年ぶりの増

加となった。これは、自転車盗被害が前年比３３３件増（＋21.9%）と大幅に増加してい

ることの影響が大きい。 

また、特殊詐欺についても被害件数が前年比４６件増の１２５件、被害額が前年比 

１６７百万円増の２８９百万円と急増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

(1) 刑法犯認知件数の推移 

（※統計数値は、京都府警察提供） 

(2) 自転車盗認知件数の推移 

 

(3) 特殊詐欺認知件数の推移 

 



２ 特殊詐欺・サイバー犯罪等 

⑴ 特殊詐欺 

特殊詐欺事件は、近年被害の多いキャッシュカード詐欺盗が依然として多い。また、

以前に流行したオレオレ詐欺が再び急増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ サポート詐欺、ＳＭＳ詐欺などのサイバー犯罪 

スマートフォンやパソコンなどの普及に伴い、インターネットを利用したサイバー犯

罪が増加している。 

サイバー犯罪の手口には、大手携帯電話会社やクレジットカード会社、宅配業者にな

りすましてお知らせや通知を装ったメール、ショートメッセージ（SMS)を送り、偽サイ

ト（フィッシングサイト）に誘導することでお金や個人情報を騙し取るＳＭＳ詐欺（フ

ィッシング詐欺）やインターネット利用中に、偽の警告画面を表示し、警告内容の解決

サポートの名目でお金を騙し取るサポート詐欺などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ その他 

ＳＮＳ上で高額報酬をうたい闇バイトでメンバーを募って強盗事件を行うなど、犯罪

手法が多様化している。 

 

（※統計数値は、京都府警察提供） 

〇特殊詐欺認知件数の推移 


